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本
願
寺
派
教
学
助
成
財
団
の
運
営
は
、
全

国
の
寺
院
や
門
信
徒
か
ら
の
寄
付
を
基
金
と

し
、
そ
の
利
息
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
昨
今
の
低
金
利
に
よ
っ
て
困
窮

し
て
い
る
。

　

同
財
団
は
「
こ
れ
ま
で
『
香
典
返
し
の
一

部
を
』『
慶
讃
法
要
の
ご
祝
儀
の
一
部
を
』

と
志
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
協
賛
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
財
団
☎
０
７
５（
３
７

１
）２
６
５
４
。

【
郵
便
振
替
】
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５

　
（
加
入
者
名
）本
願
寺
派
教
学
助
成
財
団

　

※
本
山
・
所
務
部〈
財
務
担
当
〉内
の
同

　

財
団
事
務
所
で
も
受
け
付
け
て
い
る
。

　

宗
門
関
係
２４
学
園
で
組

織
す
る
龍
谷
総
合
学
園

（
入
澤
崇
理
事
長
＝
龍
谷

大
学
長
）
が
６
月
８
日
、

今
年
度
初
の
総
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
い
た
。

　

入
澤
理
事
長
が
挨
拶

し
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
先
行

き
が
見
え
な
い
状
況
の

中
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
教
育
が
加
速
し
、
対

面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
在
り
方
、
今
後
ど
の

よ
う
に
教
育
を
展
開
し
て

い
く
か
、
そ
し
て
、
建
学

の
精
神
を
体
現
し
た
人
間

を
ど
う
育
成
し
て
い
く
か

が
私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い

る
。
総
会
を
通
じ
て
、
今

後
も
実
り
あ
る
意
見
交
換

を
し
て
い
き
た
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、
一
昨
年
か
ら

始
ま
っ
た
Ｓエ

ス

Ｄデ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

推
進

事
業「
仏
教
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

を
は
じ
め
と
す
る
事
業
計

画
の
一
部
変
更
な
ど
に
つ

い
て
審
議
・
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
総
会

龍
谷
総
合
学
園

　

本
派
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
会
は
６
月
１４
日
に
評
議
員

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
き
、
理
事
長
に
土
山
和
雅
さ

ん（
静
岡
県
三
島
市
・
善
教
寺
住
職
）を
再
選
し
た
。

前
号
２
面
の
記
事
中
、
土
山
理
事
長
の
名
前
が
誤
っ

て
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

　

保
育
連
盟
は
６
月
９
日
に
評
議
員
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
で
開
き
、
理
事
長
に
髙
輪
真
澄
さ
ん
（
東
京

都
大
田
区
・
善
永
寺
住
職
、
光
輪
幼
稚
園
園
長
）
を

再
選
し
た
。
任
期
は
３
年
。

　

仏
教
婦
人
会
総
連
盟
は
６
月
２２
日
に
評
議
員
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
き
、
新
会
長
に
佐
原
多
賀
子
さ
ん

（
京
都
市
上
京
区
・
安
養
寺
門
徒
）
を
選
出
し
た
。

任
期
は
３
年
。

　

仏
教
青
年
連
盟
は
６
月
１９
日
に
中
央
委
員
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
き
、新
委
員
長
に
安
達
裕ゆ

う

仁と

さ
ん（
新

潟
県
三
条
市
・
長
念
寺
門
徒
）
を
選
出
し
た
。
任
期

は
３
年
。

土
山
和
雅
理
事
長
を
再
選

髙
輪
真
澄
理
事
長
を
再
選

一
般
奨
学
生（
１０
万
円
）を
募
集

新
会
長
に
佐
原
多
賀
子
氏

新
委
員
長
に
安
達
裕
仁
氏

ス
カ
ウ
ト
指
導
者
会

保
育
連
盟

仏
教
婦
人
会
総
連
盟

仏
教
青
年
連
盟

つ
つ
あ
り
、
総
連
盟
で
も
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。

　

２
０
２
３
年
春
に
は
親
鸞

聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立

　　
ど
が
中
止
と
な
り
、
１０
月
の

惠
信
尼
公
７
５
０
回
忌
法
要

へ
の
参
拝
も
１
年
延
期
と
な

っ
た
。
今
年
度
も
評
議
員
会

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と

な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
は
総

連
盟
の
活
動
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

そ
の
渦
中
で
の
会
長
就

仏婦総連盟会長に就任。コロナ禍、新たなコミュニケ
ーションなどを積極的に取り入れ、活動の継続を。

お
念
仏
の
よ
ろ
こ
び  

行
動
へ

　

「
聖
人
が
開
か
れ
、
多
く

の
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
今
日

ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
浄

土
真
宗
の
み
教
え
を
、
次
代

へ
継
承
し
て
い
く
た
め
の
大

切
な
ご
勝
縁
。
で
き
れ
ば
コ

ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
中
で
お

迎
え
し
た
い
」
と
切
に
願
っ

て
い
る
。

　

１
９
９
２
年
６
月
に
当
時

４
歳
の
長
男
・
瑛
一
さ
ん
を

急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
で
亡

く
し
た
の
を
機
縁
に
、
京
都

市
上
京
区
・
安
養
寺
の
門
徒

に
。
そ
し
て
同
寺
の
仏
婦
活

動
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
、「
先
輩
方
が
培つ

ち
か

っ
て
こ

ら
れ
た
み
教
え
を
尊
ぶ
気
持

ち
」
に
触
れ
て
き
た
。

　

「
お
念
仏
を
よ
ろ
こ
び
、

そ
の
よ
ろ
こ
び
に
満
ち
た
私

た
ち
一
人
一
人
の
行
動
が
、

こ
れ
ま
で
ご
縁
の
な
か
っ
た

皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
少
し
で
も
役
に

立
ち
ま
す
よ
う
に
」
と
の
思

い
を
胸
に
重
責
を
担
っ
て
い

く
。
６５
歳
。

（仏婦総連盟会長）
佐

さ

原
は ら

 多
た

賀
か

子
こ

さん

　

大
谷
本
廟
は
盂
蘭
盆
会
期
間
の
８
月
７
日
か
ら
１６

日
ま
で
、
駐
車
場
を
閉
鎖
す
る
（
障
害
者
手
帳
の
提

示
で
地
下
駐
車
場
を
利
用
で
き
る
）
。
参
拝
は
公
共

交
通
機
関
の
ご
利
用
を

　

大
谷
本
廟
（
京
都
市
東
山
区
）
は
７
月
１５
日
か
ら
、

無
量
寿
堂
の
名
義
人
や
納
骨
・
読
経
参
拝
者
な
ど
を

対
象
に
、
読
経
の
事
前
申
し
込
み
制
度
「
四
季
の
お

つ
と
め
」
を
導
入
し
た
。

　

春
・
秋
の
彼
岸
、
盆
、
故
人
の
命
日
な
ど
の
年
４

回
、
無
量
寿
堂
の
各
納
骨
壇
で
読
経
を
行
う
（
供
物
、

供
花
の
荘
厳
は
本
廟
で
用
意
す
る
）
。
当
日
、
参
拝

で
き
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
読
経
時
の
動
画
、
写
真

を
、
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
。

　

懇
志
は
年
間
５
万
円
。
申
込
者
に
は
「
四
季
の
お

つ
と
め
参
拝
カ
ー
ド
」
を
交
付
し
、
読
経
ご
と
に
参

拝
記
念
品
を
渡
す
（
不
参
者
に
は
郵
送
）
。

　

大
谷
本
廟
は
こ
の
制
度
を
通
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
な
ど
で
本
廟
に
参
拝
で
き
な
い
場
合
も
、

申
込
者
に
代
わ
り
大
谷
本
廟
職
員
が
納
骨
所
に
お
供

え
・
荘
厳
す
る
こ
と
で
、
安
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け

る
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
定
期
的
な
本
廟
参
拝

の
奨
励
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
願
っ
て
い
る
。

　

「
四
季
の
お
つ
と
め
」
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ

せ
は
大
谷
本
廟
☎
０
７
５（
５
３
１
）４
１
７
１
。

大
谷
本
廟  

駐
車
場
を
閉
鎖

盂
蘭
盆
会
期
間  

８
月
７
日
～
１６
日

大
谷
本

廟

  

四

季
の
お
つ
と
め
を
開
始

春
・
秋
彼
岸
、盆
、命
日
の
年
４
回
読
経

懇
志
は
年
間
５
万
円

　　
５
時
ま
で
行
わ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
配

信
さ
れ
た
、
宗
教
法
人
の

実
務
と
運
用
、
法
話
な
ど

の
講
義
を
、
住
職
と
門
徒

総
代
が
各
寺
院
な
ど
で
聴

　
院
運
営
計
画
書
」
を
作
成

す
る
研
修
）
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
こ
の
講
座

は
全
４
回
の
研
修
で
、
住

職
と
寺
族
、
門
徒
が
一
緒

に
受
講
し
て
寺
院
の
外
部

環
境
分
析
な
ど
を
行
い
、

  
　

浄
土
真
宗
の
精
神
に
基
づ
き
よ
り
良
い
社

会
の
形
成
に
貢
献
す
る
た
め
に
勉
学
に
励
む

者
に
学
資
を
援
助
す
る
本
願
寺
派
教
学
助
成

財
団
は
、
今
年
度
の
「
一
般
奨
学
生
」
を
募

集
し
て
い
る
。

　

給
付
は
１０
万
円
。採
用
予
定
は
１
０
０
人
。

締
切
は
９
月
３０
日（
必
着
）。
応
募
資
格
は
、

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
包
括
さ
れ
る
寺
院
ま

た
は
門
徒
の
子
弟
で
、
日
本
国
内
の
大
学
・

短
期
大
学（
学
部
生
）ま
た
は
仏
教
学
院
に
在

籍
し
、
標
準
的
に
修
得
す
べ
き
単
位
を
修
得

し
、人
物
・
学
業
と
も
に
優
秀
で
、経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
宗
派
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
検
索
欄
で「
奨

学
生
」
を
検
索
）、
ま
た
は
「
宗
報
」
８
月
号
。

問
い
合
わ
せ
は
本
山
内
・
同
財
団
事
務
所
☎

０
７
５
（
３
７
１
）
５
１
８
１
。

　
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」

は
日
本
各
地
に
被
害
を
も

た
ら
し
た
が
、
特
に
大
き

な
被
害
を
受
け
た
熊
本
県

で
は
６７
人
（
関
連
死
２
人

を
含
む
）が
犠
牲
と
な
り
、

２
人
が
行
方
不
明
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
。
被
災
家

屋
は
７
４
０
０
棟
に
お
よ

び
、
今
な
お
３
７
０
０
人

近
く
が
仮
設
住
宅
で
の
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

　

市
内
の
中
心
部
を
流
れ

る
球く

磨ま

川
が
氾は

ん

濫ら
ん

し
た
人

吉
市
で
は
関
連
死
１
人
を

含
め
て
２１
人
が
犠
牲
に
な

り
、
３
０
０
０
棟
の
家
屋

な
ど
が
浸
水
被
害
に
遭あ

っ

た
。
近
く
を
球
磨
川
が
流

れ
る
人
吉
別
院
は
境
内
が

１
㍍
冠
水
し
、
門
徒
５
人

が
亡
く
な
っ
た
。災
害
後
、

別
院
に
は
県
内
外
か
ら
食

料
、飲
料
水
、日
用
品
な
ど

が
届
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
を

被
災
者
に
提
供
す
る
な
ど

支
援
の
拠
点
と
な
っ
た
。

　

法
要
に
は
遺
族
や
教
区

内
の
僧
侶
、
寺
族
、
門
徒

の
ほ
か
、
人
吉
市
の
松
岡

隼
人
市
長
、
熊
本
県
仏
教

会
と
全
日
本
仏
教
会
の
関

係
者
、
本
山
の
晨は

や
し

利
信
社

会
部
長
な
ど
７０
人
が
参
拝

し
、
豪
雨
災
害
の
犠
牲
者

　

　

　

昨
年
７
月
に
熊
本
県
な
ど
を
襲
っ
た
豪
雨
災

害
か
ら
１
年
と
な
る
７
月
４
日
、
熊
本
県
人
吉

市
・
人
吉
別
院
で
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
物

故
者
１
周
忌
追
悼
法
要
が
営
ま
れ
た
。
熊
本
教

区
（
宮
川
善
裕
教
務
所
長
）
と
熊
本
県
仏
教
会

（
伊
藤
公
明
会
長
＝
本
願
寺
派
・
西
音
寺
住
職
）

の
共
催
。
２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本
地
震
を
機

に
被
災
者
支
援
に
は
宗
派
を
超
え
た
つ
な
が
り

が
必
要
と
し
て
１８
年
に
結
成
さ
れ
た
熊
本
県
仏

教
会
は
、
会
則
に
「
『
令
和
２
年
７
月
豪
雨
』

の
物
故
者
の
追
悼
」
を
掲
げ
て
い
る
。

  

を
追
悼
し
た
。
法
要
の
模

様
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ラ

イ
ブ
配
信
さ
れ
、
全
国
で

１
５
８
人
が
オ
ン
ラ
イ
ン

参
拝
し
た
。

　

河
村
信
昭
輪
番
の
導
師

で
阿
弥
陀
経
作
法
を
お
つ

と
め
し
、
読
経
の
中
、
参

列
者
が
焼
香
し
た
（
写

真
）
。
続
い
て
布
教
使
の

大
松
龍
昭
さ
ん
が
法
話
し

た
。
法
要
後
、
熊
本
県
仏

教
会
の
伊
藤
会
長
が
挨
拶

し
、「
追
悼
と
は
、
亡
く

な
っ
た
方
々
の
お
心
を
い

た
だ
く
、
お
心
を
た
ず
ね

る
と
い
う
こ
と
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
思
い
出
や

教
え
を
一
つ
一
つ
確
か

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
も
大

事
な
追
悼
の
ご
縁
」
と
語

っ
た
。

◇

　

法
要
後
、
参
拝
し
た
別

院
門
徒
の
遺
族
に
話
を
聞

い
た
。

　

西
英
雄
さ
ん（
当
時
８３
）

と
妻
の
タ
ヅ
子
さ
ん（
同

７４
）は
、
球
磨
川
の
す
ぐ

側
に
あ
っ
た
自
宅
が
流
さ

れ
亡
く
な
っ
た
。
英
雄
さ

ん
の
妹
、
右
田
栄
子
さ
ん

（
８２
）は
「
普
段
か
ら
水
が

来
た
ら
す
ぐ
逃
げ
る
と
言

っ
て
い
た
の
に
。
あ
の
日

に
限
っ
て
家
の
中
に
い

た
。
今
で
も
な
ん
て
言
っ

て
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
」
と
話
し
、
大
粒
の
涙

を
流
し
た
。

　

大
岩
ヒ
サ
エ
さ
ん（
当

時
９９
）は
入
所
し
て
い
た

球
磨
村
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
千
寿
園
」
が
濁

流
に
襲
わ
れ
、
他
の
入
所

者
１３
人
と
と
も
に
犠
牲
に

な
っ
た
。
三
男
の
大
岩
和

夫
さ
ん（
７５
）は
「
毎
日
お

仏
壇
に
お
参
り
し
て
は
母

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い

る
。
こ
の
１
年
は
と
て
も

一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い

…
。
寂
し
い
。
で
も
、
少

し
は
落
ち
着
い
た
か
な
」

と
言
葉
少
な
に
語
っ
た
。

　
　
（
８
面
に
関
連
記
事
）

令
和
２
年
７
月
豪
雨
か
ら
１
年  

追
悼
法
要
営
む

「
亡
く
な
っ
た
方
々
の
心
を
た
ず
ね
る
」

熊
本
教
区
、熊
本
県
仏
教
会
が
共
催
し
人
吉
別
院
で

宗門の明日を担う人の育成に奨学金給付など

本願寺派教学助成財団
「
趣
旨
に
賛
同
し
ご
協
賛
を
」

送
金
先

　
で
、『
お
寺
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
し
っ
か
り
持
ち
ま
し
ょ

う
』
と
い
う
指
摘
は
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
。
寺
院

サ
ポ
ー
ト
講
座
を
ぜ
ひ
受

講
し
た
い
と
思
っ
た
」
と

話
し
た
。

　

７
月
１
日
か
ら
の
大
雨

で
、
山
陰
、安
芸
、鹿
児
島

教
区
の
門
徒
に
浸
水
被
害

が
出
て
い
る
。１２
日
現
在
、

山
陰
教
区
は
床
上
１
件
、

床
下
２
件
、敷
地
内
３
件
、

床
上
土
砂
流
入
１
件
。
安

芸
教
区
は
床
上
２
件
。
鹿

児
島
教
区
は
床
上
９
件
、

床
下
１１
件
、店
舗
床
上
１

件
、
家
屋
半
壊
１
件
の
被

害
報
告
が
あ
っ
た
。

門
徒
宅
に
浸
水
被
害

７
月
の
大
雨




